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令和５年度東広島市補正予算（案）の概要
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②事業活動支援

 ・対象者 市内の介護施設、障害者施設、障害児施設等

　物価高騰の影響を受けている社会福祉施設等に支援金を給付し、安定的な福祉サービスの提供及び
持続可能な運営を図るための追加支援を行う。

 ・支援額 対象経費の3/4
 ・対象経費 燃油使用量の削減可能な環境制御装置及び暖房機等の省エネ機器等
 ・対象者 施設園芸を行う認定農業者及び認定新規就農者

〇中小企業等へのＬＰガス料金価格高騰対策（追加分）（61,940千円）
　ＬＰガス料金の価格高騰の影響を受ける中小企業等に対して、価格高騰分の一部を追加支援する。

 ・支援額 ＬＰガス料金の価格高騰分の1/2（使用量に応じて設定した額）
 ・対象者 市内に本社又は営業所等を有するＬＰガスを20㎥以上使用する中小企業等

〇施設園芸農業者への物価高騰対策（6,000千円）
　燃油等の価格高騰の影響を受ける施設園芸農業者に対して、省エネ機器等の導入を支援し、経営の
安定化を図る。

 ・支援額 入所系、通所系のそれぞれ設定した単価×施設定員（下半期6か月分）
      訪問系は事業所当たりで設定した額（下半期6か月分）

（１）物価高騰対策

２　補正予算の概要

①社会福祉施設等支援

〇社会福祉施設等への物価高騰対策（下半期分）（121,021千円）
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（２）まちづくりの推進

①「書かない窓口」の実現に向けた窓口業務支援システムの構築（61,298千円）

（取組み内容）

②新規⺠間いきいきこどもクラブ開設準備補助（50,400千円）
　いきいきこどもクラブの待機児童が発生している地区において、民間いきいきこどもクラブの開設準備に
対して支援を行い、待機児童の解消等を目指す。

 ・対象事業者 全4施設（定員135人）
        ①⻄条町⽥⼝（定員25人） ②⼋本松東（定員40人）
        ③⼋本松南（定員30人）  ④高屋町中島（定員40人）
 ・開設時期  令和6年4月（予定）

※令和６年度以降も順次、対象手続きの拡大とワンストップ窓⼝化を推進する。
 氏名・住所等が印字された該当手続きの申請書を渡す。

　窓口業務支援システムを構築し、窓口に来られる市民へのサービス向上と、業務の効率化を同時に図
るＤＸの取組みとして、「書かない窓口」を実現する。

 職員が申請内容を聞き取りながらシステムにて申請書を作成する。
・住⺠票の写し等の証明書の交付手続きにおいて、マイナンバーカードを読み取った上で、

・マイナポータルを活用した転入手続者に、その他の必要な手続きの案内書の配布とともに
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